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【本資料の目的】 

 

「米に関するマンスリーレポート」は、米に関する価格動向や需給動向に関するデータを
集約・整理し、毎月定期的に公表することによって、需給動向を適切に反映した米取引に
資することを目的としています。 
  
  
 
 

【利用上の注意】 
 

１．「米に関するマンスリーレポート」は、今後、必要に応じて項目の追加・削除などの
内容を変更することがあり得ます。 

 
２．本レポートは、原則として公表２営業日前までの公表資料を反映しています。 
 
３．本資料に関する問い合わせ先 
 
    生産局農産部農産企画課 
    担当者：岩井、島本、鬼海 
    代表：03-3502-8111（内線4975） 
    ダイヤルイン：03-6738-8973 
    FAX：03-6738-8976 
  
 



Ⅰ 米取引関係者の判断（平成24年2月） 
 １．国内の主食用米の需給及び価格動向に関する判断（全体）・・・・・・・・・１ 
 ２．自社の取引状況に関する判断（業態毎）・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅱ 米に関する各種指標  
 １．集出荷段階の動向 
  （１）相対取引価格・数量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 
    ① 相対取引価格（主な産地銘柄別、平成24年1月） 
    ② 相対取引価格の推移（主な産地銘柄別、平成23年産米） 
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  （２）民間在庫（出荷段階）の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 
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  （４）産地銘柄別概算金の設定状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

    ① 全農系統の22年産の概算金 
    ② 全集連系統の22年産の概算金 
  （５）㈱加工用米取引センターの取引結果・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 
  （６）米の先物取引価格の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 
    ① 東京穀物商品取引所 
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 ２．卸売段階の動向 
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  （２）業者間取引の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 
    ① 日本コメ市場（随時取引の結果） 
    ② 日本コメ市場・クリスタルライス（取引会の結果） 
 ３．小売・消費段階の動向 
  （１）小売価格・消費者物価の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 
    ① 消費者物価指数の推移 
    ② 小売物価統計による推移 
    ③ 小売価格の推移（ＰＯＳデータ）  
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  （３）米の消費動向（米穀機構による調査）・・・・・・・・・・・・・・・１９ 
 ４．生産段階の動向 
  （１）国産米の作況・収穫量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 
  （２）平成23年産水陸稲の収穫量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 
    ① 平成23年産水陸稲の収穫量（全国農業地域別） 

    ② 全国・都道府県別作況指数 
  （３）民間在庫（生産段階）の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 
  （４）水稲うるち玄米の検査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 
  （５）加工用米及び新規需要米の取組状況  ・・・・・・・・・・・・・・・２３ 
     ① 加工用米の生産量 
    ② 新規需要米の用途別認定状況 
 ５. 備蓄米及びMA米の動向 
  （１）国内産備蓄米の売買数量及び在庫数量  ・・・・・・・・・・・・・・２４ 
    ① 23年産米の政府備蓄米買入入札数量（都道府県別契約数量） 
    ② 24年産国内産米穀の政府買入入札の結果 
    ③ 国内産備蓄米の売渡数量 

    ④ 政府備蓄米の在庫の状況（平成23年6月末現在）   
  （２）ＭＡ米（一般・ＳＢＳ）の動向・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 
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    ② 一般輸入米（加工原材料用）の販売状況(平成23年度) 
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作柄
国内の
在庫水準

国の政策
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動向
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販売動向

米穀の調達
状況

その他

H23.5 3% 33% 12% 17% 7% - 28%

H23.6 5% 38% 8% 20% 8% - 20%

H23.7 7% 34% 11% 12% 8% - 28%

H23.8 14% 28% 7% 19% 7% - 25%

H23.9 22% 23% 4% 23% 7% - 21%

H23.10 22% 23% 3% 27% 6% - 19%

H23.11 14% 18% 3% 34% 10% - 21%

H23.12 8% 11% 2% 22% 3% 46% 8%

H24.1 6% 14% 3% 19% 2% 48% 8%

H24.2 4% 17% 2% 20% 3% 48% 6%

Ⅰ 米取引関係者の判断(平成２４年２月) 

○ 米取引関係者に対して、需給動向や価格水準などの取引動向に関するアンケートを実施し、そ
の結果をＤＩとして算出したものである（詳細はＰ５）を参照）。 

  ①主食用米の需給動向 
 

  （ア）現状判断ＤＩ 
      前月からの増減 －２ （今月の数値 ６６） 
 

  （イ）見通し判断ＤＩ（向こう３ヶ月）      

      前月からの増減 －６ （今月の数値 ５５） 
 

  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「締まっている」/「(将来)締まる」という見方
が前月より強くなり、反対に０に近づけば、「緩んでいる」/「(将来)緩む」という見方が前
月より強くなった傾向を示す。 

  ②主食用米の米価水準 
 

  （ア）現状判断ＤＩ 
      前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ７０） 
 

  （イ）見通し判断ＤＩ（向こう３ヶ月）        

      前月からの増減 －２ （今月の数値 ５３） 
 

  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、米価水準が高い/米価水準が高くなるという見方
が前月より強くなり、反対に０に近づけば、米価水準が低い/米価水準が低くなるという見方
が前月より強くなった傾向を示す。 

― １ ― 

  ③ 取引関係者が①及び②の判断を行うに当たり、主に考慮した要因 

 １．国内の主食用米の需給及び価格動向に関する判断（全体） 



  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「増えた」/「(将来)増える」 という見方が前
月より強くなり、反対に０に近づけば、「減った」/「(将来)減る」 という見方が前月より強
くなった傾向を示す。 

― ２ ― 

 ２．自社の取引状況に関する判断（業態毎） 
 
  ①主食用米の販売数量 
 

 
 
 
  （ア）今月の販売数量に関する現状判断ＤＩ 
 

    ａ.先月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ５５） 
      集出荷：前月からの増減 ＋１５（今月の数値 ５１） 
        卸 ：前月からの増減 ＋４６（今月の数値 ６５） 
  小売等：前月からの増減 ＋２５（今月の数値 ５１） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋４ （今月の数値 ５７） 
      集出荷：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５１） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１３（今月の数値 ４１） 
            小売等：前月からの増減 ＋５ （今月の数値 ４４） 

  （イ）来月の販売数量に関する見通しＤＩ 
 

    ａ.今月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ５５） 
      集出荷：前月からの増減 －２ （今月の数値 ５２） 
        卸 ：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ６１） 
            小売等：前月からの増減 ＋７ （今月の数値 ６０） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋４ （今月の数値 ５９） 
      集出荷：前月からの増減 －１１（今月の数値 ４３） 
        卸 ：前月からの増減 －１０（今月の数値 ３０） 
            小売等：前月からの増減 ＋４ （今月の数値 ４３） 



  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「高くなった」/「(将来)高くなる」という見方
が前月より強くなり、反対に０に近づけば、「低くなった」/「(将来)低くなる」という見方
が前月より強くなった傾向を示す。 

― ３ ― 

  ②主食用米の価格 
 

 
 
 
  （ア）今月の価格に関する現状判断ＤＩ 
 

    ａ.先月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋５ （今月の数値 ５５） 
      集出荷：前月からの増減 －６ （今月の数値 ５２） 
        卸 ：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ５５） 
            小売等：前月からの増減 －１ （今月の数値 ５４） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋６ （今月の数値 ５８） 
      集出荷：前月からの増減 ＋７ （今月の数値 ８５） 
        卸 ：前月からの増減 －１ （今月の数値 ８８） 
            小売等：前月からの増減 －５ （今月の数値 ７６） 

 

  （イ）来月の価格に関する見通しＤＩ 
 

    ａ.今月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋６ （今月の数値 ５６） 
      集出荷：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５２） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５５） 
            小売等：前月からの増減 －１ （今月の数値 ５５） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋６ （今月の数値 ５８） 
      集出荷：前月からの増減 －１ （今月の数値 ８２） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ８５） 
            小売等：前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ８０） 



  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「多くなった」/「(将来) 多くなる」という見
方が前月より強くなり、反対に０に近づけば、「少なくなった」/「(将来)少なくなる」とい
う見方が前月より強くなった傾向を示す。 

― ４― 

  ③主食用米の在庫量 
 

 
 
 
  （ア）今月の在庫量に関する現状判断ＤＩ 
 

    ａ.先月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －２ （今月の数値 ３８） 
      集出荷：前月からの増減 －２ （今月の数値 ２９） 
        卸 ：前月からの増減 －８ （今月の数値 ４５） 
            小売等：前月からの増減 ＋３ （今月の数値 ４４） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －１ （今月の数値 ４６） 
      集出荷：前月からの増減 －４ （今月の数値 ３４） 
        卸 ：前月からの増減 －１ （今月の数値 ５１） 
            小売等：前月からの増減 －３ （今月の数値 ４１） 

 

  （イ）来月の在庫量に関する見通しＤＩ 
 

    ａ.今月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －８ （今月の数値 ３５） 
      集出荷：前月からの増減 －４ （今月の数値 ２７） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１０（今月の数値 ４７） 
            小売等：前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ４１） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －１０（今月の数値 ３８） 
      集出荷：前月からの増減 －５ （今月の数値 ３８） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ４９） 
            小売等：前月からの増減 －３ （今月の数値 ４１） 



《アンケート方法等》 
 ○期間：２月１日から２５日までの取引状況を踏まえて回答 
 
 ○方法：インターネットを経由したオンライン上で回答 
 
 ○アンケート対象者：生産者、集出荷業者、卸・小売業者等の１６１客体 
           (アンケート対象者は原則固定) 
 
 ○有効回答数：全体で１３３客体 
          生産者・・・・・・・・・・・・・１１ 
          集出荷業者／団体・・・・・・・・３６   
          卸売業者（主に主食用米）・・・・３８ 
          小売業者／中食・外食関係業者・・３７ 
          その他・・・・・・・・・・・・・１１ 
             ※「その他」は以下の業者を示している。 

                 ・米穀の販売の事業を行う者のうち、主に加工原材料の卸売の事業を行う者 
                 ・加工原材料米穀を使用し、加工食品（酒類を含む）を製造・販売する者 

  
 
 
《利用上の注意》 
 ○ 本アンケート調査は、当面の間試行的に実施するものであり、今後必要に応じて変

更することもありうる。 
 ○ 表示単位未満の端数は四捨五入した。したがって、計と内訳は一致しないことがあ

る。 
 
《ＤＩの算出方法》 

米の需給動向・価格水準などに関する現状、または先行きに対する５段階の判断（評
価）にそれぞれ点数（評価点）を与え、これらを各回答区分の構成比（％）に乗じてＤ
Ｉを算出。 

ただし、ＤＩの推移は、変化の方向性を示すものであり、その変化の大きさ（量感）
を表すものではない。例えば、大幅であろうが小幅であろうが、上昇するといった見方
をする者の構成比が同じであれば、同じＤＩが観測されることに注意が必要である。 

 
（ＤＩの算出例） 
 問：国内の主食用米の“向こう３ヶ月の米価水準”について、“現時点と比較”して

どうなると考えていますか。 
 
 
 
 
 
 

 

高くなる やや高くなる 同程度 やや低くなる 低くなる

評価点（Ａ） ＋１ ＋０．７５ ＋０．５ ＋０．２５ ０

構成比（Ｂ） １７．８ ２０．０ ２０．０ ２２．２ ２０．０

各ＤＩ（Ｃ＝Ａ×Ｂ） １７．８ １５ １０ ５．６ ０

ＤＩ（合計） ４８．４

― ５ ― 


